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研究課題 ＩＣＴに「気軽にふれられる」「活動が見える」プログラミングルームの設置と活用 

副題 ～校内のオープンスペースを有効活用し、ＩＣＴ活用授業を促進する～ 

キーワード ICT 活用 環境整備 プログラミング教育  

学校/団体 名 和光市立広沢小学校 

所在地 〒３５１－０１０６ 埼玉県和光市市広沢１－５ 
ホームページ http://hirosawa.wako-city.ed.jp/ 

 
１．研究の背景 

現在、学校現場では、ギガ・スクール構想に対応するための準備が進んでいるが、急ピッチに

進む児童生徒一人一台タブレット配置に対して、教職員の研修が追い付いていないという点が

指摘されている。多額の税金を投入してタブレット整備をしても、それを活用させる側の教員の

意識が変わらなければ、ただの置物になりかねない。そうした観点から考えると、我々は、今あ

る現状のＩＣＴ活用環境にどのような課題があり、それをどう解決するかという視点で、児童が

日常的にＩＣＴを活用できる環境づくりを推進していく必要がある。こうした意識を持つこと

が、今後のギガ・スクール構想に対応した教育課程の構築に必ず役立つはずである。 
加えて、Ｓｏｃｉｅｔｙ５．０世代を生きる人材育成という観点から、教職員の授業に対する

考え方そのものの変革も必要である。教室で一斉指導型授業をいつもの通り実施するのではな

く、教育ビックデータを活用し、個々の学びにそってＩＣＴを児童生徒が自由に活用することが

できる、そんな授業スタイルを構築することができる教員像が求められている。しかし、実際の

授業を見ると、「プログラミング教育」を実施するという命題が先行し、「教師がプログラミング

の知識を教える」ような授業もありがちなものとなっている。 
こうした課題に対応するため、「ＩＣＴ活用状況を改善させる」「教職員の授業に対する意識を

改善させる」ことを目的とした環境整備と教育計画を実践したいと考えた。 
本校には、児童用タブレットがＰＣルームに４０台設置してある。タブレット型のため持ち運

びが自由であるが、残念ながら利用率は高くない。その原因はどこにあるかを考察すると「ＰＣ

ルームは基本的に鍵がかかっており、閉ざされた空間であること」「使用のためには事前に使用

時間・台数等の申請が必要であること」「タブレットＰＣは各教室に持ち運べるようになっては

いるが、そのためには児童または教職員が教室まで運び出す手間と時間がかかること」等ではな

いかと考えられた。 
 本校には開校当初から存在する「絵本広場」というオープンスペースがある。廊下からつな

がる開放的な空間で、低学年児童が休み時間に絵本を楽しんで読む場として親しまれている。し

かし、授業中は基本的に使用されていない。その未使用の時間を活用し、「プログラミング・ル

ーム」として授業に気軽にＩＣＴを活用できる空間をつくることことで課題解決が可能ではな

いかと考えた。またプログラミング・ルームを活用した指導計画を考案し、教育課程に位置付け

ることにより、一斉授業型ではない、児童の主体的で活発な活動を促す授業が実践できるのでは

ないかと考えた。 
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２．研究の目的 

 上記の研究の背景から、本研究では以下の点を研究の目的とする。 
(１) プログラミング・ルームの設置と活用 

まず、プログラミング・ルーム設置の意義及び活用計画について教職員が理解すること、

次に活用計画に沿った授業実践・研究を実施することを目的とする。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【プログラミング・ルーム設置イメージ図】 
¡ ブログラミング等の学習アプリをインストールした ipad を配置。児童が遊びの中で

自由にタブレットを使って、プログラミングに触れることができるスペースとする。 
¡ ＩＣＴ活用推進・授業改善のための特別教室としても活用し、授業実践計画を立て、

年間計画に位置付けていく。 
 

(２) ＩＣＴ活用を通した授業の質の改善 
ギガ・スクール構想・児童一人一台タブレットを想定し、ＩＣＴ活用を推進すると共に、

教師主導型・一斉授業型から、アクティブ・ラーニングによる児童主体型の学習への意識

の変換を図ることを目的とする。 
¡ これからの学校教育の在り方についての研修の実施 
¡ Ipad を活用した授業計画の作成と活用 
 

(３) 特別支援教育におけるＩＣＴ活用が推進 
特別支援教育とＩＣＴは相性がよく、大いに活用できる分野である。よって特別支援教育

における活用を推進することを目的とする。 
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３．研究の経過 

計画段階では、「プログラミング・ルーム設置の意義と活用計画の確認」「プログラミング・

ルーム設置」「活用計画の作成」「実践研究会」等を一学期からスタートしていく予定であった。 
 しかし、新型コロナウィスル感染対策により、４月・５月が休校となり、再開された６月の

からの学習においてもグループワークの制限・共有教材使用の制限等があり、現在も解除され

ないままとなっている。よって大幅な計画の変更を余儀なくされた。 
一学期は、ｉｐａｄ本体、ｉｐａｄ保護ケース等の購入、そしてプログラミング・ルーム設

置の意義と設置計画の確認のみ実施できた。４月・５月は自宅勤務も開始され、情報伝達もま

まならない状態となったため、教職員間の連絡ツールとして「ＳＬＡＣＫ」を導入した。本年

度は、そのＳＬＡＣＫを通して、教職員にＩＣＴ活用・プログラミング教育・アクティブ・ラ

ーニング等についての情報提供を実施した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
二学期に入り、次年度を想定した活用計画の作成に

取り組んだ。また教職員研修を実施した。購入したｉ

ｐａｄは、グループワークの制限により、児童に活用

させることができない状況であるため、教職員が使用

する授業用タブレットとしての活用を行った。具体的

には、児童の活動の様子の記録（写真・動画）、教育

用アプリの授業活用、教職員間の連絡ツールとして使

用した。 
三学期に入り、低学年用のブログラミング教育用の

アンプラグド教材も別途予算から購入し、次年度から

の教育実践の検証・研修を実施した。また時間制限を

つけた上で、児童のプログラミング・ルーム活用も開

始した。 
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時期 取り組み 具体的内容 

７月 ipad 本体、ipad 保護ケースの購入  
７月２日 教職員研修会 ・プログラミング・ルーム設置の意義

の確認 
・今後の設置計画について 

８月 アカウント取得、デバイス設定  
９月１０日 教職員研修会 ・プログラミング教育について 

・新型コロナ感染対策実施期間の

ipad の使用方法についての確認 
・プログラミング・ルームを使用した

指導計画の作成について 

９月～１２月 教師用デバイスとしての ipad 授

業活用 
・児童の活動記録（動画・写真） 
・教育アプリの活用 

１月 プログラミング教育用アンプラグ

ド教材の購入と研修 
・使用体験研修の実施 
 

１月 プログラミング・ルームの制限付

き活用 
・使用人数を制限した上での活用 

１月１４日 本年度の研究の振り返り ・本年度の実践の振り返り 
・次年度の予定の確認 

 
４．代表的な実践 

「プログラミング教育研修会」 令和２年９月１０日 １５：００～ 
本校では、昨年度よりプログラミング教育の学びを各学年で取り組んでいる。市で指定され

ている情報教育推進アドバイザーとのティームティーチングで実践してきた。しかし、教職員

のプログランミグ教育に対する知識・実践の少なさから、指導の主体を情報教育推進アドバイ

ザーに頼る傾向が見られた。 
こうしたことも踏まえ、プログラミング・ルームの設置と活用を推進する中で教職員のプロ
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グラミング教育の研修を推進する予定であったが、新型コロナウィスルス感染対策の実施の

ため、プログラミング・ルームを使用してのグループワークが実施できない状況となった。そ

のため、計画を変更し、プログラミング教育の意義を踏まえ、教職員が主体性を持って授業を

実践できる素地を作るための研修会を実施した。 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

また、購入した ipad、アンプラグド・プログラミング教材を授業に活用するための体験研

修会を実施した。研修を通して、プログラミング教育に対する考え方が変わった、実際の教材

を使用してみることで、指導のイメージができた等の声が聞かれた。 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
５．研究の成果 

(１)  プログラミング・ルームの設置と活用 
新型コロナ感染防止対策のため、計画変更を余儀なくされたが、パナソニック教育実践助

成をはじめ、複数の補助金を有効活用することにより、ｉｐａｄ２５台、プログラミング用

アンブラグド教材５種２５台を購入し、次年度からのプログラミング・ルームの有効活用に

ついての土台づくりができた点は大きな成果である。一方で、不可抗力ではあるがプログラ
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ミング・ルームを活用した教育実践は予定通り実施ができなかった。感染収束後に、実践研

究を重ね、教育計画に位置付けていくことが重要である。 
(２) ＩＣＴ活用を通した授業の質の改善 
 和光市でも、次年度から児童一人一台の授業用タブレットが導入される。市全体としては、

教職員の研修が追い付かない現状があるが、本校ではプログラミング・ルーム設置計画及び、

ＩＣＴの有効活用として視点から、研修会・情報提供を重ねることができた。そのため、教

職員のＩＣＴ活用の意識は大きく前進している。（職員の学校評価アンケートにおいて、前

年度と比較してＩＣＴをよく活用しているか、また活用の質は上がったかという質問項目

において、８５％の職員がプラス評価をしている。） 
(３) 特別支援教育におけるＩＣＴ活用が推進 

特別支援教育において、個別最適化された学習を

推進する意義は大きく、個々の児童の特性にあった

課題の提示、問題解決において、タブレットを活用

した授業実践を日常的に実践している。また視覚情

報を提供することで理解がしやすい児童、聴覚情報

により理解がしやすい児童等の特性に応じたＩＣ

Ｔの活用を推進した。 
 
６．今後の課題・展望 

 繰り返しになるが、新型コロナ感染防止対策のため、プログラミング・ルームを活用した授

業実践ができなかったことは大変残念である。今後は感染収束に伴い、授業実践を再開、指導

計画に位置付けし、計画的・継続的に研究を推進していきたい。 
 
７．おわりに 

 新型コロナウイルス感染防止のための休校と、それを巡る休校中の学びを止めないための

議論、ギガ・スクール構想の推進、一人一台の学習者用タブレットの導入と、激動の一年であ

ったが、その中で本研究を通して、様々な新時代の学びの土台を作ることができたと実感して

いる。この機会を得ることができたことに心から感謝を申し上げたい。 
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